
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」 

・概要 「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現のため、農山漁村の有する

ポテンシャルを引き出すことにより地域の活性化や所得向上に取り組んでいる優

良な事例を選定し、全国へ発信する取組。第 10回の選定。 

・選定 広島県内からは「宝」として団体部門 1 地区、「奨励賞」として団体部門 1 地区が

選定され、この奨励賞に阿字和紙（協和地区）の取組が選ばれました。 

本市からは初選定となります。 

 

■ 授与式 

この賞の認定証の授与式を次のとおり行いますので、取材方よろしくお願いいたします。 

 

・日 時  令和５年１２月２０日（水）１１：３０～１２：００ 

 

・場 所  府中市役所 ２階 市長室 （府中市府川町３１５番地） 

 

・出席者 

  中国四国農政局 地方参事官(広島) 添野 覚 （そえの さとる） 

  一般社団法人協和元気センター 副会長 前原 幸男（まえはら ゆきお）ほか 5名 

  府中市長 小野 申人 

 

・次 第  １．開会   ２．認定証授与  ３．閉会 

      ４．写真撮影 ５．懇談 

      ※ 懇談終了後に２０１会議室にて個別取材のお時間を設けます。 

広島県府中市 情報提供 

令和５年１２月１３日（水曜） 

観光・地域ブランド推進課 

電話 0847-43-7141 槙本 

阿字和紙の取組が中国四国農政局 

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」奨励賞に選定 

認定証授与式が行われます 

 

プレスリリース 







一般社団法人 協和元気センター

アンテナショップ「NEKI」へ出品

経 緯

○過疎化・少子化が進み、保育所・小
学校・中学校がなくなるとともに、地
域のつながりも薄れた。また、生活
様式の変化からかつて栄えた地域
の伝統産業・文化も衰退している。

○地元の有志が話し合い、江戸時代
に福山藩の特産物として生産が始
まり400年の歴史を持つ「阿字和

紙」を復活させようと（一社）協和元
気センターを立ち上げた。

取組内容

○地元の小学生の紙すき体験教室を中心に
事業を始め、紙すきのノウハウを積み上げ
様々な商品を開発。

○行燈・うちわ・ご朱印帳など、府中市の東京
のアンテナショップ「ＮＥＫＩ」でも販売。

○Ｇ７サミットでは各国首脳への贈呈品（花
瓶）の包装紙として阿字和紙が採用された。

○高齢者を支援する活動として、デマンドタク
シーの運営やコミュニテイ・キッチンの開催
等も実施している。

活動の効果

○Ｇ７サミットへの製品採用に向けて、和紙の厚みや滑らかさ等要求された高い品質基
準をクリアするため試行錯誤する中で、科学的見地から作業するノウハウを得た。

○府中市観光協会と連携する中で、国登録有形文化財の元料亭旅館「恋しき」では阿字
和紙の行燈が飾られ、テレビや新聞で取り上げられ製品の認知度が高まった。

○ミツマタを耕作放棄地に植樹したことにより、和紙の材料の安定的な確保だけでなく、
荒れた農地が減ることで日本の農村の原風景の維持に繋がっている。

広島県府中市

～温故と絆の探求～

いっぱんしゃだんほうじん きょうわげんき

伝統の継承
ふちゅうし

1

応募団体からのアピール ・ メ ッセージ

府中市観光協会との連携を強化し、コロナ禍後に想定されるインバウンドをターゲットに、
紙すき体験を「コト消費」として呼び込みを図る。Ｇ７サミット向けの製品づくりで獲得した
成果を活かし、阿字和紙を世界に発信！
住 所 ・ 電 話 番 号 ・ S N S 等

HP・YouTube https://k-area.net/ https://www.youtube.com/watch?v=-3dU4uAm1Ok

高齢者の活躍

和紙作り教室

荒廃農地対策


